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Shirasaka Tomohide

院
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

十
勝
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
　
院
長  

白
坂
　
智
英

　
皆
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
。

2
0
2
2
年
4
月
1
日
よ
り
社

会
医
療
法
人
北
斗 

十
勝
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
院

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
白
坂

で
す
。
2
0
0
0
年
よ
り
国
が

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
を
創
設
し
て
以
降
、
近
年

益
々
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医

療
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
中

で
、
鎌
田
理
事
長
よ
り
院
長
と

い
う
大
役
を
拝
命
し
そ
の
重
責

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

 
2
0
1
3
年
11
月
1
日
、
十
勝

地
方
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

担
い
急
性
期
治
療
後
の
患
者
が
本

来
の
生
活
の
場
に
戻
る
た
め
の
お

手
伝
い
を
す
べ
く
社
会
医
療
法
人

北
斗 

十
勝
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

以
降
、
帯
広
市
を
中
心
に
十
勝
全

域
の
脳
神
経
疾
患
、
整
形
外
科
疾

患
、
廃
用
症
候
群
等
の
患
者
さ
ん

に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
訪
問
な
ど
生
活
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
シ
ー

ム
レ
ス
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
当

法
人
の
理
念
は
「
革
新

に
満
ち
た
医
療
へ
の
挑

戦
と
新
た
な
る
組
織
価

値
の
創
造
」
で
す
。
当

院
で
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス

タ
ッ
フ
の
み
な
ら
ず
看
護
師
を
始

め
全
て
の
職
員
が
チ
ー
ム
一
丸
で

患
者
に
寄
り
添
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
更
に
ロ
ボ
ッ
ト

や
電
気
刺
激
装
置
、
磁
気
刺
激
装

置
を
使
用
し
た
最
先
端
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
す
る
こ
と

で
患
者
さ
ん
が
失
っ
た
機
能
を
最

大
限
に
回
復
す
る
こ
と
を
今
後
も

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
当
院
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
室
の
み
な
ら
ず
病
棟
に
お

い
て
も
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し
て
お

り
、
患
者
さ
ん
が
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
最
善
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
え
る
環
境
を
整
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
十
勝
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
更
な
る
革
新
を
発

信
す
べ
く
私
も
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒

に
日
々
研
鑽
し
て
い
き
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
再
び
豊
か
な
在
宅
生
活
を

送
る
た
め
に
、
今
後
も
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引

き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1993年旭川医科大学脳神経外科入局、同門会 
北大脳神経外科を経て、2022年十勝リハビリ
テーションセンター院長就任

【I can’t】
できないから
【I can】
できる、へ。
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
力

院
さ
れ
た
方
の
4
0
0
名
は
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利

用
し
、
1
0
0
0
名
（
※
各
北
斗
調

べ
）
は
通
所
リ
ハ
ビ
リ
や
通
所
介

護
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
退
院

後
の
患
者
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

　
道
東
最
大
規
模
の
リ
ハ
ビ
リ

　
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
十
勝
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
は
、
道
東
で
最
大
規
模

（
※
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
協

会
調
べ
）
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
床
を
有
す
る
病
院
と
し

て
開
院
9
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
、
理
学
療
法
士
67
名
、
作
業

療
法
士
46
名
、
言
語
聴
覚
士
13
名
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
セ

ラ
ピ
ス
ト
16
名
、
そ
し
て
十
勝
管

内
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

で
は
ま
だ
ま
だ
配
置
の
少
な
い
公

認
心
理
師
を
4
名
配
置
し
、
質
、

量
共
に
差
別
化
さ
れ
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
9
年
間
で
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
入
院

さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
総
数
は
約

4
3
0
0
名
と
な
り
、
そ
の
う

ち
3
4
0
0
名
は
ご
自
宅
に
退

院
さ
れ
ま
し
た
。
ご
自
宅
に
退

地
域
で
活

き
活
き
と

生
活
す
る

お
手
伝
い
を
継
続
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

高
機
能
リ
ハ
機
器
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
の

見
え
る
化
・
標
準
化
と
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

十勝リハビリテーションセンター
リハビリテーション部

部長　阿部　正之
Abe Masayuki

特集 十勝リハビリテーションセンター

高機能リハ機器／シーミル

広いリハ室

　
2
0
1
9
年
11
月
よ
り
、
高
機

能
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
器
に

よ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
ま
す
。
先
端
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
機
器
を
数
多
く
導
入

し
、
評
価
・
治
療
の
数
値
化
・
標

準
化
を
行
い
よ
り
効
果
的
な
リ
ハ

ビ
リ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
従
来

か
ら
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
併
用
す
る
こ

と
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
効
果

の
最
大
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
近
年
で
は
、
技
術
革
新
に

よ
り
上
肢
や
下
肢
の
機
能
訓
練
ロ

ボ
ッ
ト
や
ニ
ュ
ー
ロ
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
に
よ
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
器
が
数
多
く

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
、

こ
の
様
な
最
新
機
器
を
し
っ
か
り

使
い
こ
な
せ
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
育

成
し
、
患
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
寄
与
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
。
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コ
ロ
ナ
禍
と
病
棟
で
の

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

一
昨
年
末
か
ら
のC
ovid19

の

猛
威
は
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
に
も
重

く
の
し
か
か
り
ま
し
た
。
入
院

と
外
来
の
患
者
さ
ん
の
ゾ
ー
ニ

ン
グ
が
徹
底
さ
れ
、
入
院
患
者

さ
ん
に
つ
い
て
は
病
棟
で
の
リ

ハ
ビ
リ
の
み
と
な
り
活
動
範
囲

が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
家

族
の
面
会
に
つ
い
て
も
制
限
が

か
か
り
、
平
均
在
院
日
数
が
80

日
か
ら
90
日
の
入
院
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
高
齢
の

患
者
さ
ん
に
お
い
て
は
、
長
期

の
活
動
制
限
が
あ
る
入
院
生
活

で
不
穏
に
な
る
方
や
、
認
知
症

が
進
行
し
て
し
ま
う
方
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
患

者
さ
ん
に
対
し
て
公
認
心
理
師

が
患
者
さ
ん
の
状
況
を
観
察
し

積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
心
理

面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
っ
か
り

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
公
認
心

理
師
と
作
業
療
法
士
が
中
心
と

な
っ
た
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
行

い
、
心
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る

こ
と
は
他
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
と
は
差
別
化
さ
れ

て
い
る
点
と
い
え
ま
す
。

　
安
全
な
運
転
再
開
を
見
据
え
た

　
ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と

認
知
症
予
備
軍
と
さ
れ
て
い
る
軽

度
認
知
症
（
M
C
I
）
の
数
は

2
0
1
2
年
で
4
0
0
万
人
と
報

告
さ
れ
、
2
0
2
5
年
に
は
認
知

症
の
有
病
率
は
7
0
0
万
人
を
超

え
て
く
る
様
で
す
。
こ
の
数
字
か

ら
M
C
I
の
数
を
推
計
す
る
と

4
7
0
万
人
と
な
り
ま
す
。
十
勝

に
お
い
て
は
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
脆

弱
で
あ
り
、
移
動
手
段
と
い
え
ば

自
家
用
車
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ハ
セ
ン

タ
ー
に
入
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん

の
多
く
は
、
退
院
後
の
自
動
車

運
転
を
希
望
さ
れ
る
方
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
よ
り

運
転
に
特
化
し
た
評
価
を
行
う

為
、
一
昨
年
に
ド
ラ
イ
ブ
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
運
転
に
必
要
な
認
知
機

能
と
運
動
機
能
の
評
価
、
そ
の

評
価
を
元
に
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
北
斗
病
院
で
も

「
運
転
が
必
要
な
方
の
た
め
の

脳
ド
ッ
ク
」
に
て
ド
ラ
イ
ブ
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
導
入
し
て
お

り
、
公
認
心
理
師
が
評
価
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

十
勝
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
開
院
以
来
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
で
は
そ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
「
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

を
基
軸
と
し
た
地
域
包
括
ケ
ア

体
制
の
確
立
」
を
掲
げ
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

か
ら
住
み
慣
れ
た

ご
自
宅
へ
復
帰
し

て
生
活
し
て
頂
き
、

リ
ハ
ビ
リ
の
継
続

が
必
要
な
方
に
は
、

各
事
業
所
の
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
橋
渡
し
を
行

う
支
援
体
制
を
構

築
し
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
帯
広
市
の
地
域
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援

事
業
に
積
極
的
な
関
与
を
行
っ

て
い
ま
す
。
2
0
1
6
年
か
ら

2
0
2
1
年
度
ま
で
の
期
間
に

お
い
て
、
普
及
啓
発
活
動
（
元

気
活
動
コ
ー
ス
）
170
回
、
活
動

支
援
事
業
（
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職

派
遣
事
業
）
と
し
て
65
回
の
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言

語
聴
覚
士
の
派
遣
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
高
齢
者
の
自
宅
へ
の
引
き
こ

も
り
や
活
動
範
囲
の
低
下
は
、

身
体
機
能
や
認
知
機
能
の
低
下

に
結
び
つ
く
危
険
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
手
段
と

し
て
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
の
作
業
療
法
士
の
派

遣
に
よ
る
お
子
さ
ん
へ
の
支
援

や
転
倒
予
防
教
室
へ
の
理
学
療

法
士
の
派
遣
、
そ
し
て
、
小
中

高
等
学
校
へ
の
公
認
心
理
師
の

派
遣
に
よ
る
児
童
・
生
徒
・
ご

家
族
・
職
員
の
心
の
ケ
ア
な
ど
、

病
院
で
提
供
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
枠
を

越
え
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
周
辺
校
へ
の
協
力

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

文
教
地
区
に
あ
る
十
勝
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
周
辺
に
あ
る
小
中
高
校
よ

り
見
学
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
依
頼
が
多
く
あ
り
ま
す
。
次

代
を
担
う
児
童
、
生
徒
さ
ん
に

当
院
の
役
割
や
専
門
職
の
仕
事

の
紹
介
、
実
際
の
仕
事
の
現
場

を
見
学
し
て
頂
き
、
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
お
手
伝
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
2
年
程

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
現
場
で
の

見
学
は
見
送
っ
て
お
り
ま
す
が
、

z
o
o
m
を
利
用
し
た
学
校
の

授
業
へ
の
配
信
な
ど
で
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
展
望

　

脳
血
管
疾
患
や
運
動
器
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
疾
病
構
造
の
変
化
、

超
高
齢
社
会
、
治
療
技
術
の
進

歩
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
対
象
者
の
拡
大
に
も
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
が
昨
年
12
月
に
発
表

し
た
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
か
ら

5
年
後
の
生
存
率
は
、
全
体
で

67
･
5
％
と
な
っ
て
お
り
、
が

ん
サ
バ
イ
バ
ー
へ
の
体
力
の
改

善
や
生
活
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
多
く
の
支

援
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
化
が
進
み
患

者
数
が
増
加
し
て

い
る
病
気
に
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
が
あ

り
ま
す
。
神
経
変

性
疾
患
の
中
で
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

に
次
い
で
2
番
目

に
患
者
さ
ん
の
多

い
疾
患
で
す
。
罹
患
の
頻
度
は

比
較
的
高
く
、
我
が
国
の
患
者

数
は
15
〜
20
万
人
（
65
歳
以
上

の
100
人
に
1
人
）
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
（
※
難
病
情
報
セ
ン
タ
ー
）
。

こ
れ
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

社
会
医
療
法
人
北
斗
が
提
供
す

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
急

性
期
・
回
復
期
・
生
活
期
・
地
域

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
す
べ
て

有
機
的
に
機
能
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
資
源
と
し
て
更
に
大
き
な
力

を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

アートセラピーの様子

ドライブシミュレーター
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コ
ロ
ナ
禍
と
病
棟
で
の

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

一
昨
年
末
か
ら
のC

ovid19

の

猛
威
は
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
に
も
重

く
の
し
か
か
り
ま
し
た
。
入
院

と
外
来
の
患
者
さ
ん
の
ゾ
ー
ニ

ン
グ
が
徹
底
さ
れ
、
入
院
患
者

さ
ん
に
つ
い
て
は
病
棟
で
の
リ

ハ
ビ
リ
の
み
と
な
り
活
動
範
囲

が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
家

族
の
面
会
に
つ
い
て
も
制
限
が

か
か
り
、
平
均
在
院
日
数
が
80

日
か
ら
90
日
の
入
院
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
高
齢
の

患
者
さ
ん
に
お
い
て
は
、
長
期

の
活
動
制
限
が
あ
る
入
院
生
活

で
不
穏
に
な
る
方
や
、
認
知
症

が
進
行
し
て
し
ま
う
方
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
患

者
さ
ん
に
対
し
て
公
認
心
理
師

が
患
者
さ
ん
の
状
況
を
観
察
し

積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
心
理

面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
っ
か
り

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
公
認
心

理
師
と
作
業
療
法
士
が
中
心
と

な
っ
た
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
行

い
、
心
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る

こ
と
は
他
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
と
は
差
別
化
さ
れ

て
い
る
点
と
い
え
ま
す
。

　
安
全
な
運
転
再
開
を
見
据
え
た

　
ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と

認
知
症
予
備
軍
と
さ
れ
て
い
る
軽

度
認
知
症
（
M
C
I
）
の
数
は

2
0
1
2
年
で
4
0
0
万
人
と
報

告
さ
れ
、
2
0
2
5
年
に
は
認
知

症
の
有
病
率
は
7
0
0
万
人
を
超

え
て
く
る
様
で
す
。
こ
の
数
字
か

ら
M
C
I
の
数
を
推
計
す
る
と

4
7
0
万
人
と
な
り
ま
す
。
十
勝

に
お
い
て
は
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
脆

弱
で
あ
り
、
移
動
手
段
と
い
え
ば

自
家
用
車
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ハ
セ
ン

タ
ー
に
入
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん

の
多
く
は
、
退
院
後
の
自
動
車

運
転
を
希
望
さ
れ
る
方
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
よ
り

運
転
に
特
化
し
た
評
価
を
行
う

為
、
一
昨
年
に
ド
ラ
イ
ブ
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
運
転
に
必
要
な
認
知
機

能
と
運
動
機
能
の
評
価
、
そ
の

評
価
を
元
に
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
北
斗
病
院
で
も

「
運
転
が
必
要
な
方
の
た
め
の

脳
ド
ッ
ク
」
に
て
ド
ラ
イ
ブ
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
導
入
し
て
お

り
、
公
認
心
理
師
が
評
価
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

十
勝
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
開
院
以
来
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
で
は
そ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
「
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

を
基
軸
と
し
た
地
域
包
括
ケ
ア

体
制
の
確
立
」
を
掲
げ
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

か
ら
住
み
慣
れ
た

ご
自
宅
へ
復
帰
し

て
生
活
し
て
頂
き
、

リ
ハ
ビ
リ
の
継
続

が
必
要
な
方
に
は
、

各
事
業
所
の
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
橋
渡
し
を
行

う
支
援
体
制
を
構

築
し
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
帯
広
市
の
地
域
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援

事
業
に
積
極
的
な
関
与
を
行
っ

て
い
ま
す
。
2
0
1
6
年
か
ら

2
0
2
1
年
度
ま
で
の
期
間
に

お
い
て
、
普
及
啓
発
活
動
（
元

気
活
動
コ
ー
ス
）
170
回
、
活
動

支
援
事
業
（
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職

派
遣
事
業
）
と
し
て
65
回
の
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言

語
聴
覚
士
の
派
遣
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
高
齢
者
の
自
宅
へ
の
引
き
こ

も
り
や
活
動
範
囲
の
低
下
は
、

身
体
機
能
や
認
知
機
能
の
低
下

に
結
び
つ
く
危
険
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
手
段
と

し
て
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
の
作
業
療
法
士
の
派

遣
に
よ
る
お
子
さ
ん
へ
の
支
援

や
転
倒
予
防
教
室
へ
の
理
学
療

法
士
の
派
遣
、
そ
し
て
、
小
中

高
等
学
校
へ
の
公
認
心
理
師
の

派
遣
に
よ
る
児
童
・
生
徒
・
ご

家
族
・
職
員
の
心
の
ケ
ア
な
ど
、

病
院
で
提
供
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
枠
を

越
え
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
周
辺
校
へ
の
協
力

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

文
教
地
区
に
あ
る
十
勝
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
周
辺
に
あ
る
小
中
高
校
よ

り
見
学
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
依
頼
が
多
く
あ
り
ま
す
。
次

代
を
担
う
児
童
、
生
徒
さ
ん
に

当
院
の
役
割
や
専
門
職
の
仕
事

の
紹
介
、
実
際
の
仕
事
の
現
場

を
見
学
し
て
頂
き
、
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
お
手
伝
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
2
年
程

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
現
場
で
の

見
学
は
見
送
っ
て
お
り
ま
す
が
、

z
o
o
m
を
利
用
し
た
学
校
の

授
業
へ
の
配
信
な
ど
で
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
展
望

　

脳
血
管
疾
患
や
運
動
器
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
疾
病
構
造
の
変
化
、

超
高
齢
社
会
、
治
療
技
術
の
進

歩
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
対
象
者
の
拡
大
に
も
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
が
昨
年
12
月
に
発
表

し
た
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
か
ら

5
年
後
の
生
存
率
は
、
全
体
で

67
･
5
％
と
な
っ
て
お
り
、
が

ん
サ
バ
イ
バ
ー
へ
の
体
力
の
改

善
や
生
活
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
多
く
の
支

援
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
化
が
進
み
患

者
数
が
増
加
し
て

い
る
病
気
に
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
が
あ

り
ま
す
。
神
経
変

性
疾
患
の
中
で
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

に
次
い
で
2
番
目

に
患
者
さ
ん
の
多

い
疾
患
で
す
。
罹
患
の
頻
度
は

比
較
的
高
く
、
我
が
国
の
患
者

数
は
15
〜
20
万
人
（
65
歳
以
上

の
100
人
に
1
人
）
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
（
※
難
病
情
報
セ
ン
タ
ー
）
。

こ
れ
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

社
会
医
療
法
人
北
斗
が
提
供
す

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
急

性
期
・
回
復
期
・
生
活
期
・
地
域

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
す
べ
て

有
機
的
に
機
能
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
資
源
と
し
て
更
に
大
き
な
力

を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

特集 十勝リハビリテーションセンター

訪問リハ
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HOKUTONEWS
2022.03 in Obihiro-2022.03 in Kumagaya

発
表
論
文
が
最
も
引
用
さ
れ
た
論
文
に
選
出

　
2
0
2
0
年
にD

ia
g
n
o
stic 

C
ytopathology

と
い
う
医
学
雑
誌

に
投
稿
し
た
論
文
が
2
0
2
0
年
〜

2
0
2
1
年
の
最
も
引
用
さ
れ
た
論

文
（Top cited article

）
と
し
て

出
版
元
の
W
I
L
E
Y
社
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
『
他
の
論
文
に
引
用

さ
れ
る
』
と
い
う
こ
と
は
関
連
す
る

テ
ー
マ
が
世
界
中
で
研
究
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
テ
ー
マ
の
中
で
も
先
行
し

た
研
究
と
し
て
手
技
や
結
果
が
参
考

に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
腫
瘍
（
で
き
も
の
）
か
ら
注
射
針

で
細
胞
を
採
っ
た
り
、
お
な
か
や
胸

に
溜
ま
っ
た
水
を
抜
い
た
り
し
て
集

め
た
細
胞
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
て
が

ん
か
ど
う
か
判
定
す
る
細
胞
診
と
い

う
検
査
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
細

胞
診
検
査
で
残
っ
た
検
体
は
他
の
検

査
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
を
使
っ
て
遺
伝
子
検
査
が
で
き

な
い
か
検
討
し
た
結
果
、
が
ん
に
特

徴
的
な
遺
伝
子
を
検
出
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
論
文
と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。
こ
の
技
術
が
発
展
す
れ
ば

顕
微
鏡
で
細
胞
の
見
た
目
だ
け
で
は

が
ん
か
判
断
が
難
し
い
症
例
も
、
遺

伝
子
検
査
で
よ
り
が
ん
の
疑
い
が
強

い
か
ど
う
か
調
べ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
体
調
が
悪
い
、
病
気
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
な
い
、
こ
れ
か

ら
治
療
が
始
ま
る
と
い
っ
た
多

く
の
不
安
の
中
、
研
究
へ
の
ご

理
解
と
ご
同
意
を
い
た
だ
け
る

患
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
目
の
前
の
患
者
さ
ま

に
最
善
の
医
療
を
尽
く
す
と
同

時
に
、
将
来
同
じ
病
気
に
苦
し

む
方
に
よ
り
進
ん
だ
医
療
を
提

供
で
き
る
よ
う
研
究
業
務
に
も

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

病
理
遺
伝
子
診
断
科 

主
任  

山
口
　
朋
美

「
な
ん
と
な
く
変
」　
そ
れ
は
認
知
症
の
サ
イ
ン
か
も
？

　
「
な
ん
だ
か
最
近
忘
れ
っ
ぽ
く
て

…
認
知
症
か
し
ら
？
」
そ
ん
な
言
葉

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
認
知
症
の
症

状
と
い
え
ば
「
も
の
わ
す
れ
」
が
そ

の
代
名
詞
。
一
方
で
、
現
場
で
患
者

さ
ん
を
診
て
い
る
と
「
も
の
わ
す

れ
」
が
目
立
た
な
い
患
者
さ
ん
に
、

し
ば
し
ば
出
会
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
患
者
さ
ん
は
「
な
ん
だ
か
最
近
変

な
ん
で
す
。
買
い
物
と
か
、
料
理
と

か
、
な
ん
と
な
く
段
取
り
が
悪
く
な

っ
ち
ゃ
っ
て
」
と
訴
え
ま
す
。
こ
れ

は
脳
の
「
前
頭
葉
」
と
い
う
部
分
の

調
子
が
悪
い
と
き
に
出
る
症
状
で
、

認
知
症
の
初
期
に
は
、
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
も
そ
れ
は
本
当
に
正
し
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
疑
問
に
思
っ
た
私
た
ち
は
、
北
斗

病
院
の
関
連
施
設
で
あ
る
、
熊
谷
総

合
病
院
の
患
者
さ
ん
2
0
7
人
分
の

デ
ー
タ
を
、
詳
し
く
分
析
し
て
み
ま

し
た
。
す
る
と
軽
度
な
認
知
機
能
の

低
下
を
示
す
人
の
う
ち
、
3
人
に
1

人
は
「
も
の
わ
す
れ
」
よ
り
も
む
し

ろ
「
な
ん
と
な
く
変
（
前
頭
葉
症

状
）
」
が
目
立
つ
タ
イ
プ
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
成

果
は
そ
の
正
当
性
が
評
価
さ
れ
、
国

際
科
学
雑
誌S

cientific R
eports

に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
認
知
症
は
生
活
改
善
な
ど
の
適
切

な
治
療
で
、
結
構
よ
く
な
り
ま
す
。

も
の
わ
す
れ
が
目
立
た
な
く
て
も
気

に
な
る
こ
と
が
あ
る
方
は
、
お
近
く

の
専
門
の
先
生
に
診
て
も
ら
う
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

精
密
医
療
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長
　
鴫
原
　
良
仁

H
oshi, H

., H
irata, Y

., K
obayashi, M

. et al. D
istinctive effects of executive dysfunction and 

loss of learning/m
em
ory abilities on resting-state brain activity.

 S
ci R
ep 12, 3459 (2022).

Tom
om
i Y., Toshiaki A., O

i H., et al. N
ext-generation sequencing in 

residual liquid-based cytology specim
ens for cancer genom

e analysis.
D
iagn C

ytopathol. 2020 N
ov;48(11):965-971.



めぐみ乳腺クリニック

めぐみ乳腺クリニック
帯広市柏林台中町2丁目2番地32

■診療時間／ 9：00～12：30、14：00～16：30
※水曜、土曜、休診についてはホームページ参照

☎0155-67-5027

院長  鈴木　恵

十勝・釧路地方では唯一の耳手
術指導医として難聴や耳疾患の
患者に対して手術を中心とした
治療を行います。また、旭川医大
教授として23年間で培った経験
と人脈を生かして十勝地方にお
ける先進医療や包括医療の推
進に尽力いたします。

New Face

1982年旭川医科大学卒　1987年札幌医科大学大学院卒
1998年旭川医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座 教授
2017年旭川医科大学医学科同窓会会長
2021年日本耳鼻科免疫アレルギー感染症学会理事長
2022年より現職
日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会認定専門医・指導医
日本耳科学会認定耳科手術指導医
日本アレルギー学会認定専門医・指導医 

原渕 保明
センター長/特別顧問
旭川医科大学名誉教授

Harabuchi Yasuaki

難聴・耳手術センター

略歴

取得認定医・専門医庄田　香澄
Shouda Kasumi

菊池加津人
Kikuchi Kazuto

園芸療法
草花や野菜などの身の回り
にある自然とのかかわりを通
して、心の健康、体の健康、
社会生活における健康の回
復を図る園芸療法に老健か
けはしは取り組んでいます。

新し

くガ
ーデナーが入職しました！よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

介護老人保健施設かけはし

新規オープン!!

啓西小学校

〈ホームページ〉

柏林台
公園

西
16
条
通

　めぐみ乳腺クリニックでは、乳がん検診、乳がん検診後の精密検査、乳房に症状があ
る方の検査、乳がん手術後のフォローアップをおこないます。医師、看護師、放射線技
師はすべて女性で、安心して受診しやすいクリニックを目指しています。隔週水曜日は午
後7時までの夜間診療（完全予約制）もおこなっておりますので、お仕事帰りにもご利用い
ただけます。初めての方や乳がん検診はネットでも予約を受け付けております。毎週火曜日
の午後は、北斗病院で乳腺領域の手術をさせていただくことになりましたので、よろしくお願いいたします。

夜間救急
センター

おおた内科循環器
クリニックさま隣



■関連施設
北斗病院 .................................................................（帯広市）
北斗クリニック .........................................................（帯広市）
十勝リハビリテーションセンター...............................（帯広市）
サービス付き高齢者向け住宅 あやとり....................（帯広市）
十勝自立支援センター介護老人保健施設 かけはし（帯広市）
ほくと自立支援ホーム/カンタキあおぞら..................（帯広市）

認知症対応型共同生活介護グループホーム あおぞら （帯広市）
上士幌クリニック/介護老人保健施設かみしほろ （上士幌町）
新得クリニック .........................................................（新得町）
熊谷総合病院 .............................................（埼玉県熊谷市）
HOKUTO画像診断センター............（ロシア・ウラジオストク）
HOKUTOリハビリテーションセンター （ロシア・ウラジオストク）

すべてのお問い合わせ ☎0155-48-8000〈北斗コールセンター〉
お気軽にお問い合わせください

Dr.石田

北斗クリニック 心臓血管外科

北斗クリニック 整形外科
まずはわたしたちにご相談ください！

下肢静脈瘤

APS療法

当院ではより侵襲性が低く、効果のあるレーザー治療を
行っています。お気軽にご相談ください。

下肢静脈瘤は足の血管の病気です。静脈弁が
壊れて血液が心臓にうまく戻らなくなった状態です。

□ 足の血管がデコボコして目立つ
□ 足がむくんでかゆい・痛い
□ 夜間に足がよくつる

□ もうしばらく手術をせずになんとかしたい
□ 今は長期入院できない。外来治療であと
　 2～3年なんとかならないか？
□ 負担の大きい手術はムリ。
　 でも少しでも痛みを和らげたい

かしじょうみゃくりゅう

変形性膝関節症に
自由
診療

変形性膝関節症でお悩みはありませんか？

Dr.大友
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